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『令和４年度 社会貢献・SDGｓ活動スローガン』募集について

本法人における平素の社会貢献・SDGs活動へのご理解とご協力に感謝を申し上げます。

社会貢献・SDGs推進室では、本法人の社会貢献活動の更なる活性化と浸透を図るために
教職員のみならず学生・生徒を含む多くの方々と活動への一体感醸成を図ることを目的
に、本法人オリジナルの「社会貢献・SDGsスローガン」を募集することになりまし
た。入賞作品につきましては、ポスター掲示するとともに、ホームページやサステナビリ
ティ活動冊子、学報などあらゆる機会を通じてご紹介していきます。

表彰につきましては、理事長賞（1名）、社会貢献・SDGｓ推進室長賞（3名）、佳作（26名）
を準備しておりますので多数のご応募をお待ちしております。
　なお、本スローガン募集にあたりましては、12月2日（金）までに社会貢献・SDGｓ
　推進室までご提出いただけますようお願いいたします。

----------------------------------------------------- 切り取り線 -----------------------------------------------------
「令和４度 社会貢献・SDGｓ活動スローガン」応募用紙

部　署　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　　　内線　　　
	　【スローガン（一人3件まで）】
・
・
・


· メールでの応募も可（sdgsgoiken@ompu.ac.jp）
· 
　　　　　　　　　　　　　　　　　〈お問合せ先：社会貢献・SDGs 推進室　和佐　2247)
参考情報：

【SDGsスローガンに関する他社の事例】
1  みんなで　みんなの　SDGs　： セブン＆アイ ホールディングス
2  SDGs　ACTION　            ： 朝日新聞社
3  教育を受けた私が伝える番  ： 東洋英和女学院小学部小さいかご活動




　　　　【学校法人大阪医科薬科大学の社会貢献・SDGs行動指針】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

世界中の国と国の垣根がなくなりグローバル化が急速に進展する中で、国際問題の顕在化や地球温暖化による環境破壊、パンデミックの発生など、地球規模の問題に対して、いま真剣に向き合うことが求められています。社会の潮流を敏感に察知し、様々な問題について考え工夫し解決していくことは、法人経営のみならず、大学・学園、病院の運営や教職員、学生・生徒それぞれの活動においても大きな付加価値をもたらすものと思います。
　現在、本法人は経営や大学運営など様々な局面で改革を進めておりますが、教育、研究、医療・診療といった本来のミッションに取り組むだけでなく、社会貢献活動にも積極的に取り組んでいることは、「サステナビリティ活動冊子」や「社会貢献・SDGｓサイト」などを通じてご承知の通りです。この社会貢献活動に関する大きなトピックである、2015 年 9 月に国連本部で開かれた「持続可能な開発サミット」において採択された「持続可能な開発（発展）目標（ SDGs＝Sustainable Development Goals ）」を理解し実践することは、これからの社会貢献活動を進めていく上で重要です。本法人はこのSDGsの考え方に共感するとともに、自らの活動においては、持続（継続）可能な社会貢献活動が重要であると考えています。本法人は2020 年度後半より「国連大学ＳＤＧ大学連携プラットフォーム」に参画し、他大学とともに活動し、研鑽しています。また、2022年4月には「社会貢献・SDGｓ推進室」を設置し、社会貢献・SDGｓ活動を積極的に推進するとともに、関連情報をステークホルダーの皆様方と積極的に共有してまいります。
学校法人大阪医科薬科大学
理事長 植木 實
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